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昭和 46年４月 兵庫県立玉津福祉センターに補装具製作施設「義肢装具開発課」設置 

昭和 52年１月 兵庫県立玉津福祉センター・職業能力開発施設「能力開発センター」に福祉用具展示場

を設けた「生活科学課」設置 

平成３年 11月 「インテリジェント大腿義足」を(株)神戸製鋼所と共同研究開発 

平成４年４月 兵庫県立玉津福祉センターが兵庫県立総合リハビリテーションセンターに改称 

国庫事業である介護実習・普及センターとして「県民すこやか介護研修センター」を総

合リハビリテーションセンターに設置 

平成５年 10月 義肢装具開発課及び生活科学課を拡充改組し、「福祉のまちづくり工学研究所」設置 

内部組織として、「企画情報課」、「研究第一課」、「研究第二課」設置 

「県民すこやか介護研修センター」から「家庭介護・リハビリ研修センター」に改称 

内部組織として、「家庭介護研修課」、福祉用具展示場を有する「リハビリ研修課」設置 

平成７年 11月 福祉用具移動展示車「フェニックス号」の運行業務を開始（平成１３年度まで） 

平成８年３月 「ウェルフェアテクノハウス神戸」が新エネルギー・産業技術総合開発機構（ＮＥＤＯ）

から兵庫県に譲渡され、福祉のまちづくり工学研究所で管理運営開始 

４月 福祉のまちづくり工学研究所の組織改正により、「研究第三課」、「研究第四課」設置 

7月 「ウェルフェアテクノハウス神戸研究会」発足 

11月 福祉のまちづくり工学研究所及び家庭介護・リハビリ研修センター棟竣工 

平成 11年４月 筋電義手の処方と製作システムの確立に関する研究開始 

平成 12年５月 「ウェルフェアテクノハウス神戸研究会」を「ひょうごアシステック研究会」に改称 

平成 16年４月 ウェルフェアテクノハウス神戸の管理運営を家庭介護・リハビリ研修センターに移管 

平成 17年９月  文部科学省より「科学研究費補助金」学術研究機関として指定を受ける 

平成 20年４月 「家庭介護研修課」と「リハビリ研修課」を統合 

平成 21年４月 「福祉のまちづくり工学研究所」と「家庭介護・リハビリ研修センター」を統合し、「福

祉のまちづくり研究所」に改称 

研究体制を４課体制から「研究第一グループ」「研究第二グループ」の２グループ体制に

再編 

家庭介護・リハビリ研修センターは「家庭介護・リハビリ研修センター課」となる 

兵庫県の指定管理施設として運営開始 

平成 23年４月 リハビリテーション中央病院に「ロボットリハビリテーションセンター」が設置された

ことに伴い、ロボットテクノロジーをリハビリテーション手段として活用するための連

携を強化 

平成 23年７月 ウェルフェアテクノハウス神戸を一部改修 

平成 24年４月 リハビリテーション中央病院「ロボットリハビリテーションセンター」との連携をより

強化するため、研究第二グループ研究員、技師、義肢装具士が同センターを兼務 

平成 25年４月 ロボットリハビリ機器研究開発の本格的実施 

10月 介護ロボットや福祉用具の普及推進に向けた取り組みの本格的実施 



11月 兵庫県立福祉のまちづくり研究所創設 20周年記念式典開催 

平成 26年６月 リハビリテーション中央病院に小児筋電義手バンクが開設 

平成 27年４月  研究２グループ体制を研究課に改編 

「ロボットテクノロジー」、「移動支援」、「居住支援」の研究ミッション体制へ移行 

平成 28年４月 リハビリテーション中央病院のロボットリハビリテーションセンター及び小児筋電義

手バンクの運営を研究所に移管 

企画情報課及び家庭介護・リハビリ研修センター課を廃止し、ロボットリハビリテーシ

ョンセンター課（企画調整等業務、ロボットリハビリテーション機器開発に係る研究業

務、福祉用具展示等業務）、研修課（研修業務）を設置 

平成 29年６月 介護ロボットや福祉用具の開発支援に向けた取り組みの本格的実施 

神戸市「神戸介護・医療リハビリロボット開発・導入促進支援事業」の窓口「ひょうご

ＫＯＢＥ介護・医療ロボット開発支援窓口」開設（令和２年度まで） 

平成 30年 10月 次世代型住モデル空間を開設 

平成 31年４月 介護ロボット開発支援・普及推進センターを設置（介護ロボット等の開発支援及び普及

活動の一体的な推進） 

令和２年４月 介護ロボット開発支援・普及推進センターを廃止し、「介護ロボット開発支援・普及推

進・研修センター」を設置、これに伴い、研修課を廃止し、「介護ロボット開発支援・普

及推進・研修センター課」を設置（介護ロボット等の開発支援と普及、福祉人材の育成

に資する研修の有機的な機能連携） 

「経営戦略企画課」を設置（知的財産の管理・運用を中心とした事業推進体制の強化） 

研究課を廃止し、研究機能をロボットリハビリテーションセンター課に統合（重点項目

に集中した研究体制として「ロボットテクノロジー」、「AIコミュニケーション」の研究

ミッション体制へ移行） 

ニーズ・シーズ 介護ロボサロンを開設 

８月 厚生労働省「介護ロボットの開発・実証・普及のプラットフォーム構築事業」の窓口開

設（令和４年度まで） 

令和３年４月 ロボットリハビリテーションセンターに「最先端歩行再建センター」を設置 

「ひょうごＫＯＢＥ介護・医療ロボット開発支援窓口」から「ひょうごＫＯＢＥ介護・

医療ロボット開発・導入支援窓口」へ改称 

令和５年４月 「ひょうごＫＯＢＥ介護・医療ロボット開発・導入支援窓口」から「ひょうご介護ロボ

ット開発支援窓口」へ改称 

 兵庫県「ひょうご介護ロボット導入・生産性向上支援推進総合事業」の窓口「ひょうご

介護テクノロジー導入・生産性向上支援センター」開設 

11月 兵庫県立福祉のまちづくり研究所創設 30周年記念式典開催 

 



































※          網掛けは県委託事業 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

高次脳機能障害研修 高次脳機能障害研修 

 

介護技術スキルアップ研修 

介護職員のための実践基礎研修 

介護職員のための人材

育成研修 

相談支援従事者初任者研修 

相談支援従事者現任研修 

相談支援従事者主任研修 

サービス管理責任者・児童発達支援管理責任者 

基礎研修 

サービス管理責任者・児童発達支援管理責任者 

更新研修 

相談支援従事者・ 

サービス管理責任者等

研修 

利用者と介護者の身体を守る介護技術研修 

ノーリフティングケアマネジメント研修 

腰痛予防推進研修 

リフトリーダー養成研修 

ノーリフティングケア指導者養成研修 

ノーリフティングケア研修 

障害者職業生活相談員資格認定講習 

福祉用具展示ホール見学実習 

その他依頼研修（講師派遣含む） 

福祉用具展示ホール１日体験学習 

啓発研修・依頼研修等 

福
祉
・
介
護
に
お
け
る
専
門
職
育
成 

認知症介護実践研修修了者フォローアップ研修 

兵庫県認知症介護指導者フォローアップ研修 

 

認知症介護研修 

・認知症介護実践研修（実践者研修） 

・認知症介護実践研修（実践リーダー研修） 

・認知症対応型サービス事業開設者研修 

・認知症対応型サービス事業管理者研修 

・小規模多機能型サービス等計画作成担当者研修 

サービス管理責任者・児童発達支援管理責任者 

実践研修 




















































































